
説
明
す
る
よ
う
望
む
。
市
全
体
と
し
て
、

公
民
館
の
利
用
と
の
公
平
性
を
図
る
た

め
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
有
料

化
の
検
討
を
求
め
る
。

●
平
成
30
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
、
増
額
補
正
を
評
価
す
る
。

引
き
続
き
の
支
援
と
本
市
の
現
状
を
捉

え
た
政
策
立
案
を
望
む
。

●
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　

移
設
な
ど
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
安
心
を
最
優
先
し
、
非
公
募

と
し
、
引
き
続
き
前
指
定
管
理
者
が
運

営
を
担
う
べ
き
で
あ
る
。

　

地
元
事
業
者
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

期
間
内
に
問
題
や
重
大
な
過
失
が
な
い

限
り
、
非
公
募
で
も
可
能
と
考
え
る
た

め
、
関
係
者
と
十
分
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　

指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
る
施
設
に

つ
い
て
、
着
実
な
引
き
継
ぎ
を
望
む
。

　

新
た
な
事
業
者
が
参
入
す
る
施
設
に

つ
い
て
、
評
価
会
議
で
の
懸
案
点
を
踏

ま
え
、
指
導
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を

行
い
、
責
任
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

●
平
成
30
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事

補
助
制
度
に
つ
い
て
、
新
規
追
加

分
お
よ
び
大
阪
府
北
部
地
震
発
生
以
降

に
着
手
し
た
遡そ

き
ゅ
う及

分
の
補
正
で
あ
る
こ

と
を
評
価
す
る
。
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
倒
壊
の
未
然
防
止
、
特
に
通
学
路

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
危
険
が
及
ば
な

い
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必

要
と
認
め
ら
れ
る
塀
に
つ
い
て
は
全
て

撤
去
さ
れ
る
ま
で
取
り
組
む
よ
う
望
む
。

　

市
民
へ
の
周
知
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

市民厚生環境建設

　

12
月
25
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る

議
案
全
般

　

指
定
管
理
を
地
域
ご
と
に
一
括

し
て
行
う
こ
と
は
、
効
率
的
な
人

員
配
置
や
同
一
窓
口
で
の
利
用
申
し
込

み
な
ど
利
点
が
多
く
評
価
す
る
。

　

小
規
模
事
業
者
の
参
入
に
懸
念
が
あ

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
か
ら
意

見
を
聞
く
よ
う
望
む
。
競
争
原
理
が
働

き
、
管
理
の
内
容
が
向
上
す
る
よ
う
募

集
の
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

営
利
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
は
、
人

件
費
の
引
き
下
げ
、
非
正
規
雇
用
へ
の

置
き
換
え
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み

出
す
こ
と
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
平
成
30
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

学
校
空
調
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

全
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

市
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
補

助
単
価
の
引
き
上
げ
と
交
付
対
象
期
間

の
延
長
お
よ
び
エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
光

熱
費
に
対
す
る
交
付
税
措
置
を
国
に
求

め
る
よ
う
望
む
。
期
限
内
の
設
置
を
目

指
し
て
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
翌

年
度
繰
り
越
し
の
検
討
を
求
め
る
。

　

エ
ア
コ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
方
式
に
つ

い
て
、
電
気
式
も
複
合
的
に
設
置
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
式
も
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

●
潟
東
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

２
０
２
０
年
３
月
に
閉
鎖
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
利
用

が
有
料
と
な
る
た
め
、
利
用
者
に
よ
く

総 務文教経済
常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
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園
芸
農
業
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
と

 

多
く
の
市
民
が
反
対
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ

佐
藤　

幸
雄

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

高
収
益
園
芸
農
業
の
推
進
に
向
け

本
年
度
制
度
化
さ
れ
た
元
気
な
農
業
応

援
事
業
の
新
た
な
産
地
づ
く
り
支
援
の

本
年
度
の
状
況
と
、
来
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
は
タ
マ
ネ
ギ
の
産
地
化
な

ど
３
地
区
五
つ
の
事
業
が
活
用
に
向
け

準
備
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
は
大
規

模
園
芸
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
団
地
整
備

な
ど
３
地
区
四
つ
の
事
業
要
望
が
あ
る
。

 　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
は
多
く
の
市
民
が
反
対

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
郊
外
か
ら

古
町
・
本
町
を
終
点
と
す
る
便
が
な
く

な
っ
た
こ
と
や
、
市
役
所
前
、
青
山
な

ど
で
の
乗
り
換
え
を
強
い
ら
れ
る
負
担

感
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
雪
や
雨

の
中
で
の
乗
り
換
え
は
つ
ら
く
大
変
で

あ
り
、
乗
り
換
え
が
不
要
な
元
の
バ
ス

交
通
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

乗
り
換
え
シ
ス
テ
ム
は
利
用
者
の

皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
意
見
が
あ
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
に
説
明
し
な
が

ら
改
善
に
努
め
て
い
く
。

新
駅
設
置
の
実
現
に
向
け
て

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

（
仮
称
）
江
南
駅
は
、
現
在
着
工

し
て
い
る
新
潟
中
央
環
状
道
路
と
Ｊ
Ｒ

信
越
本
線
と
の
結
節
点
に
位
置
し
て
お

り
、
非
常
に
高
い
利
便
性
が
期
待
さ
れ

る
。（
仮
称
）上
所
駅
も
含
め
た
新
駅
設

置
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
か
新
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

両
駅
は
交
通
施
策
上
有
効
と
認
識

し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

平
成
30
年
２
月
２
日
に
本
市
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
間
で
連
携
協
定
が
締
結

さ
れ
た
が
、
新
駅
設
置
実
現
ま
で
の
工

程
や
課
題
、
ま
た
周
辺
住
民
の
利
便
性

が
向
上
す
る
以
外
で
本
市
に
も
た
ら
す

効
果
な
ど
期
待
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

Ｊ
Ｒ
が
採
算
に
見
合
う
需
要
の
想

定
を
確
認
し
た
段
階
で
具
体
的
な
協
議

に
移
行
す
る
。（
仮
称
）江
南
駅
は
周
辺

の
市
街
化
区
域
編
入
が
課
題
で
あ
る
が
、

新
駅
設
置
の
効
果
と
し
て
雇
用
創
出
や

職
住
近
接
実
現
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査
結
果

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
た
平

成
29
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
８
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
議
案
は
多

数
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
12
月
４
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
し
た
本
決
算

の
意
見
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

●
総
体
的
評
価

　

平
成
29
年
度
は
政
令
市
移
行
10
年
を

総
括
し
、
新
た
な
10
年
に
向
け
て
踏
み

出
す
重
要
な
年
と
位
置
付
け
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
財
政
健
全

化
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
さ
れ
た
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
、
事
業
の
必
要
性
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
再
考
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
市

民
に
必
要
な
も
の
が
削
減
さ
れ
、
一
向

に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
。

　

税
収
減
に
よ
り
各
事
業
に
お
け
る
金

額
が
少
な
く
と
も
、
市
民
が
納
得
す
る

采
配
が
で
き
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

市
債
は
過
去
10
年
増
加
し
続
け
、
６

千
億
円
を
超
え
て
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
。
主
要
３
基
金
の
現
在
高
は
約

33
億
円
と
ほ
ぼ
底
を
突
く
状
況
と
な
り
、

自
然
災
害
や
税
収
環
境
の
変
化
に
今
後
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。

　

さ
ら
な
る
予
算
の
選
択
と
集
中
や
行

政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
業
務
や
組
織
の

見
直
し
な
ど
、
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
弱
者
が
犠
牲
に
な
る
行
財
政

改
革
は
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
。

●
財
政
運
営

　

経
常
収
支
比
率
が
前
年
度
よ
り
改
善

し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
市
債
管
理

基
金
の
積
立
方
法
の
変
更
な
ど
が
要
因

の
た
め
、
今
後
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
財
政
力
指
数
や
将
来
負
担
比

率
は
前
年
度
よ
り
悪
化
し
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
将
来
世
代
へ
の
こ
れ

以
上
の
負
担
増
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、

早
期
の
財
政
健
全
化
が
必
要
と
考
え
る
。

　

基
金
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
早
期

に
取
り
戻
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
で
歳
入
確
保
に
尽
力
し
、
歳
出

は
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
重
点
的
に
配

分
し
、
何
に
重
点
的
に
配
分
し
た
か
分

か
る
よ
う
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
化

さ
せ
、
市
債
残
高
の
縮
減
を
図
り
つ
つ
、

市
民
に
不
安
を
与
え
な
い
予
算
配
分
を

実
現
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
と

市
民
が
納
得
で
き
る
財
政
運
営
を
今
後

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

●
産
業
・
雇
用
政
策

　

地
域
経
済
の
成
長
な
く
し
て
税
収
増

は
な
く
、
税
収
増
な
く
し
て
財
政
健
全

化
は
進
ま
な
い
。
本
市
の
地
域
経
済
を

担
う
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
を
一
層
進

め
る
た
め
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

を
よ
り
活
用
し
、
新
た
な
雇
用
の
場
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
財
政
力
の
強
化
や

税
収
の
安
定
確
保
を
図
る
よ
う
望
む
。

委員会行政視察
議会運営委員会

期　日　11月５日～６日
視察先・調査事項
《横浜市》
・議会運営全般について
《仙台市》
・議会運営全般について
《福島県郡山市》
・議会運営全般について

大都市行財政制度調査特別委員会
期　日　11月13日～ 14日
視察先・調査事項
《熊本市》
・事業別コスト計算書作成の取り組みについて
《熊本県宇城市》
・公会計情報活用によるセグメント分析について
・RPAによる事務の省力化について

農業活性化調査特別委員会
期　日　11月13日～ 15日
視察先・調査事項
《農事組合法人八協連（熊本県八代市）》
・出荷量日本一のトマト栽培について
《有限会社ジェイエイファームみやざき中央（宮崎市）》
・新規就農者育成システムについて
《福岡県》
・福岡県産品輸出促進協議会の取り組みについて

　各委員会の行政視
察を行いましたので
お知らせします。報
告書は市議会ホーム
ページに掲載する
他、市政情報室（市
役所本館１階）およ
び市立図書館に配置
する予定です。

にいがた市議会だより5 平成31年（2019年）２月３日


